
以下の表は、調査票Ｂ‐１‐⑴‐①の「継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況」

（以下、「当該事象等」といいます。）の存在～「継続企業の前提注記」に至る過程が、内閣府令や留意事

項に照らして整合的であるかどうかをチェックするために作成したものです。

各提出会社におかれましては、当該事象等の有無に関らず、下表により整合・不整合の別を確認し、調

査票の Ｂ ‐１‐ ⑹ にその結果を記載してください。

※本チェック表を財務局等に提出する必要はありません。

15．不整合あり認められない

13．不整合あり認められる記載していない

12．不整合なし

16．整合なし

14．不整合なし

11．不整合あり認められない

10．不整合なし

８．不整合なし

７．不整合あり認められない

６．不整合なし

５．不整合あり認められる記載していない

４．整合なし

３．不整合あり認められない

２．不整合なし

１．整合あり認められる記載している記載している

９．不整合あり認められる記載している記載していない

④「継続企
業の前提」
に関する注
記の有無

結果③なお重要な
不確実性が認
められるか

②「財政状態、経営成績
及びキャッシュ・フローの
状況の分析」における対
応策等の記載

①「事業等のリス
ク」における当該
事象等の存在及
び内容の記載

（例：当該事象等が存在しないケース）
① 「事業等のリスク」における当該事象等の存在及び内容の記載・・・記載していない
② 「財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」における対応策等の記載・・・ 記載していない
③ なお不確実性が認められるか・・・認められない
④ 「継続企業の前提」に関する注記の有無・・・なし 結果 16．整合

調査票に結果を記載する際は、該当する番号（この例では、「16」）のみ記載してください。


